


















































































科学技術政策研究所は社団法人日本数学会との共催により、5 月 10 日に虎ノ門パストラルで「数学の将来シナ
























































1992 年 3 月千葉大学大学院薬学研究科修了 (薬学博士)。1994 年〜 2001 年工業技術院生命工学
工業技術研究所。その間、米国 NIH の NCI (癌研究所) で客員研究員。2001 年〜 2002 年 9 月まで
ローレンスバークレー米国国立研究所の任期付研究員。2002 年 10 月より現職。
目次へ
ワークショップ 「学際的研究をどう進めていくか - 生活支援ロボティクスをめぐるヒトとロボティクスの関係 -」
開催
科学技術動向研究センター上席研究官 奥和田久美






















































開催期日: 2005 年 8 月 24 日 (水) 10:00 〜 12:30
会 場 : 外部スペース (三菱ビル 9F 会議室)
1. 開催経緯
6
こども国連環境会議推進協会より、JUNEC フォーラム 2005 サマーセッション「持続可能な開発へ向けた青少年
会議」のプログラムの一部として、科学技術コミュニケーションをテーマとしたワークショップ開催の依頼を受けた。







同プログラムは、中高生の参加者と大学生及び大人のボランティア計120名を募集し、8 月 22 日から 25 日ま
で、3 泊 4 日の日程で、国立青少年オリンピック記念センターをメーン会場、国際連合大学をサブ会場として、各種
メディア、大使館、研究所、官庁等を訪問し、フォーラムやワークショップなどを開催するというプログラムである。
3. 政策研でのワークショップ
参加者 政策研を訪問したのは、「発展・創造」コースを選んだ中学生 15 名 (男子 7、女子 8)、高校生 3 名 (男








「イラストで見る予測調査」(環境・エネルギー、家庭・生活、医療・福祉の 3 テーマを 1 テーマにつき各 2 班






参加者 2018 年   2018 年 *
専門家 2020 年   2016 年   





























JSPS サマープログラム "Differences and similarities in biomedical law
















・「科学技術動向 2005年8月号」(8 月 29 日発行)
レポート 1   テーラーメイド医療の進展の現状 - 国民への情報提供システム整備の重要
性 -
客員研究官 曽和 義広
レポート 2   マグネシウム合金の研究開発動向 - 自動車用構造材料の軽量化の視点から
-
材料・製造技術ユニット 渡井 久男
レポート 3   再生可能エネルギーの普及促進策と技術課題
環境・エネルギーユニット 大平 竜也
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課 news@nistep.go.jp)
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